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1 はじめに

(1) 研究目的

1977 (昭和52)年に国庫補助事業による「学童・生徒のボランティア活動普

及事業J (iボランティア協力校」制度〉が始まった。 この事業は， 学童・生

徒の頃から幼少者・高齢者・障害者等との交流体験などの福祉体験活動を中心

に，ボランティア活動を進めることで，子どもたちがさまざまな人々を自然に

受け入れ，交流できる態度や福祉への関心を育むことを目的に実施されてい

る。

厚生労働省社会・援護局地域福祉課を所管とし都道府県・指定都市社会福

祉協議会(ボランティアセンター〉を実施主体として，当該都道府県・指定都

市内の小学校・中学校・高等学校等を「ボランティア協力校」として指定し，

それぞれ地域の実情に合わせて事業を実施することとなっており，福祉教育の

推進が図られている。

また，国庫補助事業以外でも，各都道府県，指定都市，市町村が独自に指定

校制度を実施しているところも多い。

このように，従来からボランティア活動等と教育とをつなぎ合わせる取組は

実施されてきたが， iわが国のボランティア学習に注目が集まったのは， 1996 

年の生涯学習審議会答申『地域における生涯学習機会の充実方策について.!I，

1998年の大学審議会答申 1121世紀の大学像と今後の改革方策について』の指針

が発表されてからである」と言われている。

さらに， 2000年3月24日に内閣総理大臣の下に設置された「教育改革国民会

議」でまとめられた最終報告「教育を変える17の提案J (2000年12月22日〉で
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は，小学校・中学校・高等学校，満18歳後の青年が一定期間奉仕活動を行える

ような社会的な仕組みづくりの必要性が提言された。文部科学省では「教育改

革国民会議」の最終報告を踏まえ， 「21世紀教育新生プラン」を策定し， 7つ

の重点戦略のーっとして， 1多様な奉仕・体験活動で心豊かな日本人を育む」

ことを掲げた。また，文部科学大臣は， 1教育改革国民会議」の最終報告を受

け， I青少年の奉仕活動・体験活動の推進方策等について」を中央教育審議会

に諮問し (2001年4月11日)， 同審議会は「青少年の奉仕活動・体験活動の推

進方策等について」を答申した (2002年7月〉。そこで、は， 次のことが提言さ

れた。

(1)青少年期には，学校内外における奉仕活動・体験活動を推進する等，多様

な体験活動の機会を充実し，豊かな人間性や社会性などを培っていくこと

の必要性

(2)都道府県・市区町村に，関係者による連携協力関係を構築するための協議

の場としての「協議会」や活動に関する情報提供，相談などを通じて奉仕

活動・体験活動を支援する拠点としての「支援センター」の設置等， 1奉

仕活動・体験活動」を支援する社会的仕組みの整備

これらの流れの中で，学校教育法および社会教育法の改正 (2001年7月11日

施行〉や，学習指導要領の改訂(小中学校は2002年度，高等学校は2003年度か

ら導入〉があった。改正された学校教育法および社会教育法では，学校教育と

社会教育とが相互に連携し，総合的にボランティア活動など社会奉仕体験活動

や自然体験活動をはじめとする体験活動の充実を図ることが規定された。この

改正を受け， 1学校教育及び社会教育における体験活動の促進についてJ (平

成13年9月14日付け， 13文科初第597号)， 1学校教育及び社会教育における奉

仕活動・体験活動の推進についてJ(平成14年3月28日付け，社援発第0328001

号〉といった通知や，体験活動事例集の発行などがなされた。とくに， 2002年

10月に文部科学省初等中等教育局によりまとめられた『体験活動事例集一豊か

な体験活動の推進のために一』には，体験活動の事例だけでなく，体験活動の

充実の基本的な考え方も詳しく掲載されており，文部科学省が本腰を入れて取

り組む姿勢が見られる。また，改訂された学習指導要領では， I総合的な学習

の時間」が新設され，体験的な学習をより充実させることが盛り込まれた。

これらの流れを受けて文部科学省は，ボランティア活動等を活用した体験学
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習に関するさまざまな事業を実施してきた。たとえば，推進体制の整備策とし

て， 2002年度から文部科学省委託事業「地域と学校が連携協力した奉仕活動・

体験活動推進事業」をとおして，奉仕活動・体験活動を推進するための体制整

備を全国的に進めてきた。なお， 本事業により全国都道府県と，市区町村に

「体験活動ボランティア活動支援センター」が設置されてきたが，必ずしも十
(3) 

分に機能してこなかったようである。また，学校における体験活動を推進する

地域と推進校を指定し，他校のモデ、ルとなる体験活動を支援するとともに，そ

こで得られる先駆的な取組を全国の学校に普及させ，豊かな体験活動の円滑な

展開を推進することをめざした「豊かな体験活動推進事業」や，インターンシ

ップを実施予定の国公私立大学等の支援を目的とした経費配分などを行う「イ

ンターンシップ総合推進事業」なども実施してきた。

このような流れの中で，ボランティア活動等を活用した体験学習が注目を集

めるようになり，体制整備が進むとともに，ボランティア活動等を活用した体

験学習が活発に導入されるようになってきた。なお， 前述の大学審議会答申

W21世紀の大学像と今後の改革方策について』や，文部省高等教育局・学生の

ボランティア活動の推進に関する調査研究協力者会議による「大学教育におけ

るボランティア活動の推進についてJ (1999年3月〉などの影響もあってか，

高等教育機関においてもボランティア活動等を活用した体験学習が活発に導入
ω 

されるようになってきた。また，後述のとおり，ボランティア活動等を活用し

た体験学習への注目は， 日本特有の現象でなく，今日の世界的な教育動向とな

っている。

しかしこのような動向は必ずしも肯定的に評価されてきたわけではない。

国による「奉仕活動」等の推進に対する問題点や，単に活動をすればよいとい
(7) 

う「体験至上主義」の問題点などが指摘されている。また， r大学教育へのボ

ランティア活動の導入は，活発に進みつつあるが，その過程で同時に多くの混

乱が起こっている， ということがわかります。実際の取り組み数は増えていま

す，関心も高まっています。取り組みの形はとても多様でボランティア的にい

うとすばらしいのですが，言い換えれば，試行錯警の状態にある，ということ

に等しい。その過程で様々な問題が起こっています」という実態調査を踏まえ

ての指摘もある。

このように，ボランティア活動等を活用した体験学習が注目され，広がりつ

つある一方で，そのあり方が十分議論されておらず未確立な状況にあると言え

る。
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ところで， 日本の福祉系大学・短期大学・専修学校においても，ボランティ。。
ア活動等を活用した体験学習が導入され始めている。この場合，社会福祉現場

実習と関連付けている取組が多いようである。それは，ボランティア活動等を

活用した体験学習が社会福祉現場実習に向けた実習事前指導の教育プログラム

として有効であるとの認識などと関連していると思われる。

以上のように，さまざまな教育分野において注目され，広がりつつある一方

で，そのあり方が十分議論されておらず未確立な状況にあるボランティア活動

等を活用した体験学習(以下，サービス・ラーニングという〉の中で，本論文

で、は社会福祉現場実習に向けた実習事前指導の教育フ。ログラムとしてのサーピ

ス・ラーニングに焦点を絞ることとする。具体的には，まずサービス・ラーニ

ングの語義について，ボランティア学習などの関連用語との関係も含めて整理

したうえで，サービス・ラーニングを社会福祉現場実習の事前学習として位置

づけるとし、う教育実践が， 日本の福祉系大学・短期大学・専修学校においてど

のように導入・展開されているのかを明らかにするとともに，サービス・ラー

ニングが社会福祉現場実習に向けた実習事前指導の教育プログラムとして有効

に機能するための条件について考察する。

(2) 研究方法

第1に，サービス・ラーニングに関する主に日本における先行研究等の渉猟

により，サービス・ラーニングの語義等を整理した。

第2に，サービス・ラーニングを社会福祉現場実習の事前学習として位置づ

けるという教育実践が， 日本の福祉系大学・短期大学・専修学校においてどの

ように導入・展開されているのかを全体的に明らかにするために，次のアンケ

ート調査を行い，回答を集計・分析した。

①調査期間:2005年11月""'2006年2月

②調査対象:社団法人日本社会福祉教育学校連盟〈以下，学校連盟という〉

の全正会員校，全準会員校 (170校〉の学校連盟担当教員

③調査方法:郵送法

④調査項目:

(a)カリキュラムの中にサービス・ラーニングを導入しているか

1)導入している場合

a)導入年度， b)導入している学部・学科等， c)導入している
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科目名とその内容等， d)導入の主なねらい， e)導入による効果，

f)実施体制， g)サーピス・ラーニングの効果を最大限発揮させる

ために重要だと思われる点， h)サービス・ラーニングを実施するう

えで課題だと感じている点

2)導入していない場合

a)導入していない理由， b)導入予定の有無

(b)サービス・ラーニングについての意見，感想等

(c)アンケートに対する意見感想等

旬)回答者の属性

第3に，奉仕活動・体験活動を推進するために設置された「全国体験活動ボ

ランティア活動総合推進センターJ (2005年5月6日に全国体験活動ボラン

ティア活動総合推進センターのコーディネーター坂東倍司氏に対して実施)，

「広がれボランティアの輪」連絡会議事務局 (2005年8月12日に「広がれボラ

ンティアの輪」連絡会議事務局武田篤氏に対して実施)，文京学院大学 (2005

年10月28日に文京学院大学人間学部鷹野吉章専任講師に対して実施)， 山口県

立大学社会福祉学部 (2006年2月28日山口県立大学社会福祉学部藤田久美専任

講師に対して実施)，大学教育の社会貢献を促進する全米組織である Campus 

Compact本部事務局 (2006年3月20日に Campus Compact 本部事務局の

Pamera Mutaschio氏に対して実施)，米国のノースイースタン大学 (2006年

3月20日に AdmissionsCounselorの NicoleReitz氏に対して実施)，南アフ

リカのクワズーノレ・ナタール大学 (2006年8月7日に VishanthieSewpaulク

ワズール・ナタール大学教授に対して実施〉を筆者が訪問してヒアリング調査

を実施することにより，サービス・ラーニングに関する個別的，具体的な理解

を図ることとした。

2 サービス・ラーニングの語義

ここで、は，サービス・ラーニングの語義を明らかにするために，その関連用

語の語義等も含めて整理する。
帥

日本ではボランティア学習という用語がよく用いられている。この用語につ
伺

いて，讃岐幸治は次のように述べている。

「ボランティア学習」というのは，最初にこの概念を提示した JYVA(日
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本青年奉仕協会〉研究室によれば， r学習者が，ボランティア活動をとおし

て，さまざまな社会生活の課題に触れることにより，公共の社会にとって有

益な社会的役割と活動を担うことで，学習者の自己実現をはかり，さらには

自発性を育み，無償性を尊び，公共性を身につけ， よりよい社会人としての

全人的な発展を遂げるために行う，社会体験学習である」と解説されてい

る。

この定義からすれば，ボランティア活動の特性である「自主性を育み，無

償性を尊び，公共性を身につける」ために「ボランティア活動をとおして」

と読みとれ，いっけん矛盾しているように思われる。しかしこの点にこそ，

ボランティア学習の意義があるといっていい。ここでの「ボランティア活動

をとおして」のそれは，教育活動として設定された「社会貢献・奉仕活動J，

つまり他律的なボランティア活動のことである。この他律的な活動をとおし

て， r自発性を育み，無償性を尊び， 公共性を身につけJ，本来のボランテ

ィア活動を行うようになっていくのがボランティア学習だということであ

る。

しかし 「他律的なボランティア活動」という表現が適切であるのかなどの

疑問がある。このような事情もあり，米国を中心に用いられているサービス・

ラーニングという用語が， 日本でも用いられるようになってきている。

欧米諸国では CitizenshipEducation， Community Service Learning， 

Active Learning， Community-based Learningなどの呼び方で，ボランテ
帥

ィア学習と同様の取組が推進されている。

米国では，サービス・ラーニングという用語がよく用いられているようであ
伺

る。サービス・ラーニングは，社会貢献をとおした学習，社会貢献型体験学習
帥

といった意味で、あるが，さまざまに定義されている。たとえば，川上文雄は，

サービス・ラーニングを「地域社会が直面する貧困，福祉，環境，教育，文化

などの問題に向き合い，社会貢献活動への参加を通じて学びを深め，人間とし
伺

てまた市民として成長することを目的とする学びの方法である」と説明してい

る。
{l~ 

池田幸也は，サービス・ラーニングの特徴を次の5つに整理している。

①コミュニティにニーズがあり，地域社会や関係機関との連携に基づいて行

われる。
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②学問との関連性や教科学習としての位置づけを明確にしその内容を深め

発展させる。

③子ども自身が課題について考え，実践し個人やグループが振り返る時間

を設ける。

④教室や学校内での活動にとどまらず，学びが地域社会で展開していく発展

性を持つ。

⑤他者への思いやりなど豊かな感性を育むことを通して，社会性や市民性を

身につける。

英国では，市民教育 (CitizenshipEducation)という用語がよく用いられて

いるようである。

永井順園によれば，英国では「ナショナル・カリキュラム(日本の学習指導

要領に相当する〉で， 2002年から， 中等学校での『市民教育~ (Citizenship 

Education) が必修となった。~参加型市民社会の責任ある担い手』を育てる

ことを目標とし，ボランティア活動を含む社会参加活動と， クロス・カリキュ

ラー(教科を横断する学習や指導〉の手酌用いて展開してい2」。
ところで， 岡本仁宏は， fll実習~ ~インターンシップ~ ~エクスターンシ

ップ~ ~ボランティア活動~ ~体験活動~ ~課外活動~ ~サービスラーニン

グ~ ~コミュニティサービス~ ~社会貢献活動』などの言葉がありますが，そ

れぞれの関係が整理されていません」と指摘し，基本的には学校，とくに大学

を想定して次のように整理している。

1 ，社会体験，体験学習などは，兵庫県の中学校のトライヤノレウィークや総

合学習の時間，自然体験学習などと同様のもので，基本的には社会に触れ

ることを目的とした学習形態。比較的短時間・期間で行われ，特定の専門

性とは結びつかないことが多い。

2， インターンシップ， エクスターンシップは， 企業や行政， NPOなど

に， 無報酬あるいはコストを払って〈あるいは通常給与よりは低い給与

で)，内部で職業体験をする〈インターンシップ)，あるいは外部から職業

観察をすること。

3，実習は，講義のみでは教えられないような実技・技術・ノウハウ，体験

知などの習得などのために，大学の内外で行われるカリキュラム上に位置

づけられた科目，あるいは科目の一部。例えば，相対的に専門性の高い教
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育実習，看護実習，などから，ブラインドウオークなどによる体験実習も

含めることができる。

4，課外活動は，スポーツや文化活動など，大学のカリキュラム以外の学生

の自主的活動(あるいは学校によっては半強制的な活動〉で，基本的には

単位にならない。ボランティア活動を含めるのが通例であるが，学生部や

学生課が管轄するかは大学によって異なっている。

5， コミュニティサービス〈社会貢献活動〉は，社会に対して〈学生が〉貢

献することを全体としてきす。自発的な場合もあるが， ミリタリーサーピ

スつまり兵役やその代替としてのサービス，なども含む。

6，サービスラーニングは，学生のコミュニティサービス〈社会貢献活動)

と大学での教育とを，結びつける試みで，基本的にはカリキュラム上の位

置付けが与えられる。コミュニティのNPOなどへの貢献や直接に社会貢

献をしたりするプログラムが，主に学生のかなりの裁量のもとに作成され

実施される。科目は多岐にわたっており，学問的成果を還元したり発展さ

せる場合もある。教育目的も，きちんと位置付けられ，教育の一環として

の周到な準備と評価が行われることが基本。

7，大学での学生のボランティア活動は，学生の自発的な社会貢献活動であ

る。

この他にも， コーオプ教育 (CooperativeEducation)などの用語も近年注目

されているが，岡本は「こういった整理を前提とすれば，現在授業のなかで，

教員が『ボランティアをしてきて報告しなさし、』などと気楽に言ってコーディ

ネート機関や受け入れ側の機関に任せていることのあまりな安易さがはっきり
同

すると思います」とも述べている。

このように，これらの用語にはそれぞれ重複する部分もあるが，それぞれの

語義を十分に理解し，区別して使用することが，それぞれの取組を推進する上

で重要であると考える。
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